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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

ATMのご案内

〈ながしん〉について

営業店ATMコーナーご利用時間

しんきんATMゼロネットサービス

●ゼロネットサービスタイム
　（全国共通ATMご利用手数料無料時間帯）

各店舗

店 舗 名 平 　 日

8：00～21：00

8：30～18：00

土・日・祝日

8：00～21：00

－市立長浜病院出張所

店外ATMコーナー（※共同ATMコーナー）ご利用時間

滋賀どこでもATMネット

※共同ATMコーナーではカードによるお引き出し、残高照会のみご利用いただけます。

イオン長浜ショッピングセンター

きたのキャンス

長浜市役所余呉支所前

フタバヤ長浜店

長浜楽市

アル・プラザ長浜

長浜市役所

米原市役所山東庁舎※

長浜市

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～22：00

－

8：00～22：00

10：00～21：00

9：30～20：00

9：00～17：00

土・日・祝日

8：00～20：00

10：00～21：00

7：00～23：00

9：00～22：00

8：00～20：00

9：30～20：00

8：00～19：00

8：45～20：00

平 　 日設 置 場 所

米原市

湖東信用金庫
滋賀県民信用組合
滋賀県信用組合

滋 賀 銀 行
滋賀中央信用金庫
長 浜 信 用 金 庫

当金庫は滋賀県内6金融機関相互の
ATM利用手数料を無料とするサービ
ス「滋賀どこでもATMネット」に参加
しています。この「滋賀どこでもATM
ネット」では、各金融機関のお客さま
がお手持ちのキャッシュカード（個人
の方）で6金融機関のATMをご利用
される場合、平日8：45～18：00のご
利用手数料が無料です。

しんきんのキャッシュカード
なら、全国のしんきんATMで
入出金手数料が無料です。

土 　 曜
上記以外の時間帯および日曜・祝休日のATM利用には所定の手数料が
必要です。
本サービスをご利用いただけないしんきんATMが一部ございます。

平 　 日
9：00～14：00　の出金
8：45～18：00　の入出金

〈ながしん〉のキャッシュカードを、
〈ながしん〉のATMでご利用の場合、

いつでもATM入出金手数料　　　です。いつでもATM入出金手数料　　　です。0円0円
〈ながしん〉の
キャッシュカードを

〈ながしん〉の
ATMでご利用

+ =
ATM

いつでも
ATM

入出金手数料00円
ATM振込の
本支店間
振込手数料 00円

当金庫の概要（令和7年9月30日現在）

〒526ｰ8686
滋賀県長浜市元浜町3番3号
TEL. 0749ｰ63ｰ3321
1923年（大正12年）10月11日
池野　弘和

所 在 地

創 業
理 事 長

／

／
／

店舗のご案内
本店営業部 長浜市元浜町3番3号 （0749）63ｰ3321 
市立長浜病院出張所 長浜市大戌亥町313番地 （0749）65ｰ7755
三ツ矢支店 長浜市三ツ矢元町8番26号 （0749）62ｰ6070
七条支店 長浜市七条町447番地の1 （0749）62ｰ7221
南支店 長浜市平方町892番地の3 （0749）63ｰ9555
神照支店 長浜市神照町696番地の3 （0749）63ｰ3833
宮司支店 長浜市宮司町913番地1 （0749）64ｰ1200
やわた中山支店 長浜市八幡中山町146番地 （0749）65ｰ1211
木之本支店 長浜市木之本町木之本1557番地 （0749）82ｰ3424
高月支店 長浜市高月町高月598番地 （0749）85ｰ4141
高月支店 長浜市役所 湖北分庁舎 出張所
 長浜市湖北町速水2745番地 （0749）78ｰ1433
びわ支店 長浜市曽根町1284番地1 （0749）72ｰ2111
浅井支店 長浜市内保町732番地1 （0749）74ｰ1131

米原支店 米原市下多良1丁目100番地 （0749）52ｰ3131
醒井支店 米原市醒井560番地 （0749）54ｰ1066
近江支店 米原市宇賀野21番地14 （0749）52ｰ8181

11,636人
786百万円
4,072億円
1,465億円
16店舗
204人

会 員 数
出 資 金
預 金
貸 出 金
店 舗 数
役 職 員 数

／
／
／
／
／
／

https://www.nagashin.co.jp
ホームページ

LINE ID：＠nagashin
LINEアカウント

コンビニATM 全国のローソンに設置されている
ローソン銀行のATMで、当金庫
のキャッシュカードが平日8：45～
18：00の間、手数料無料でご利用
いただけます。

お預入れ
お引出し

110円 無　料 110円
110円
110円
110円

平日
土曜日
日曜日
祝日

■時間帯別ATMご利用手数料（税込）
0時 8時 18時 22時 24時8時45分

※毎週日曜日0：00～8：00の時間帯は、メンテナンスのためご利用いただけません。



経営方針

不良債権の状況（令和7年9月30日現在）

有価証券の状況（令和7年9月30日現在）

基本理念

事業の概要（令和7年9月30日現在）

令和7年度上期〈ながしん〉の現況について（令和7年4月1日～9月30日）

地域金融の担い手として与えられた社会的
使命と役割に誇りを持ち、地域と地域の人々
との共感と信頼を大切に、健全経営のもと
活力ある長浜信用金庫を目指す。　

経営理念
1．経営基盤と経営体質の強化をはかり、常に健全経営に徹し地域金融機関としての

信用を昂める。
1．財産形成の支援と円滑なる融資を通じて、地域と地域の人々の繫栄に寄与する。
1．職員の資質向上をはかるとともに、職員および家族の繁栄に努める。

※令和7年9月30日現在
出資金 786 百万円

預金積金407,260 百万円①

お取引先への支援等
文化的・社会的貢献活動

（預貸率②/① 35.98％）
貸出金 146,559 百万円 ②

債券市場
株式市場
信金中金 等

有価証券や預け金による
運用も行っています。

有価証券 161,792百万円
預け金 128,866百万円

地域の
お客さま

会員の皆さま
（会員数11,636人）

常勤役職員 204人
店舗数 16店舗
店外ATM 8台

業務純益 74百万円
経常利益 54百万円
当期純利益 52百万円
自己資本比率 20.84％

令和7年度上期事業の概要

〈ながしん〉

有価証券残高　161,792百万円 お客様からお預かりしたご預金は、有価証券でも運用しています。
有価証券の運用については、安全かつ効率的な運用に努めています。

自己資本の状況（令和7年9月30日現在）

【自己資本の額および自己資本比率の推移】

20.84 19.90 20.84自己資本比率※
（国内基準4％）

項　目 令和7年3月末令和6年9月末 令和7年9月末

39,017自己資本の額 38,98539,504

（単位：％、百万円）

（単位：百万円）

①自己資本の額 （単位：百万円）
令和７年９月末項 　 　 目

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く。）の額の合計額 83
241

自己資本
自己資本の額（（イ）－（ロ）） （ハ） 39,017

前払年金費用の額
324コア資本に係る調整項目の額 （ロ）

コア資本に係る調整項目

39,237普通出資または非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額
コア資本に係る基礎項目

104コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当額の合計額
39,341コア資本に係る基礎項目の額 （イ）

②リスク・アセット等の額の合計額 （単位：百万円）
当 期 末項 　 　 目

176,858信用リスク・アセットの額の合計額
リスク・アセット等

10,330オペレーショナル・リスク相当額の合計を8％で除して得た額
187,188リスク・アセット等の合計額 （ニ）

　令和７年９月末の自己資本比率は、国内基準（４％）の５倍を上回る20.84％となり、経営の健全性・安全性を十分に確保することができました。
　これからも、事業計画の推進を通じた利益の積み上げにより自己資本の充実に努めてまいります。

（注）自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第1項において準
用する銀行法第14条の2の規定に基づき、信用金庫および信用金庫連合
会がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当である
かどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第21号）」に基づ
き算出しております。

 なお、当金庫は国内基準を採用しております。
 また、信用リスク・アセットの額の算出にあたり標準的手法を、オペレー

ショナル・リスク相当額の算出については標準的計測手法を採用しており
ます。

※自己資本比率＝①自己資本の額（ハ）/②リスク・アセット等の額の合計額（ニ）

～

　当金庫では、皆さまに安心してお取引いただくために、経営体質の強化を図るべく、厳格な自己査定基準および償却・引当基準を定め、これに
基づいた適正な引当処理を行い、資産の健全性確保に万全を期しています。

【金融再生法開示債権、信用金庫法開示債権およびその保全状況】
（単位：百万円）不良債権 6,468

不良債権 6,468

破産更生債権等 707

危険債権 5,091

要管理債権 668
債権合計
146,909

正常債権 140,441

保全額 6,162
担保・保証 3,002

未保全額に対する自己資本の額 39,017
自己資本の額 39,017

貸倒引当金 3,160
未保全額 305

不良債権は、担保・保証等や貸倒引当金に
より95.27％が保全されています。

未保全額305百万円に対して、自己資本の
額が39,017百万円あり、万が一への備え
は万全です。

（単位：百万円）

707■ 707

■ 5,091

149

 6,468 6,162

■ 668

■ 3,002

 －
 668

50
2,301

551
2,5514,852

－

■ 140,441

601
－

■ 3,160
50

－
551601

558

正常債権 Ｅ
 146,909債権合計（D+E）

貸出条件緩和債権
不良債権合計（A+B+C） Ｄ

90.01%

90.01%

95.27%

100.00％

95.30%

－三月以上延滞債権

－

239
66

■ 305
66
－

破産更生債権および 
Ａこれらに準ずる債権

危険債権 Ｂ
要管理債権 Ｃ

貸倒引当金
保全率
b/a担保・補償額

未保全額
a-b債権の区分 債権額

a
保全額
ｂ

【貸倒引当金の期末残高および期中の増減額】

【有価証券の時価情報】
①満期保有目的の債券

※その他の資産にかかる損失引当金（令和7年度９月末残高7百万円）は含んでおりません。

（単位：百万円）

その他（△）

－ 58

当期増加額期首残高 当期減少額

40
－

目的使用（△）
104

3,128
111 111

3,109
104

期末残高

個別貸倒引当金※
一般貸倒引当金

－ 170 3,214144合　計 3,239

■破産更生債権およびこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生
手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥って
いる債務者に対する債権およびこれらに準ずる債権です。

■危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政
状態および経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収およ
び利息の受取りができない可能性の高い債権で、「破綻更生債権お
よびこれらに準ずる債権」に該当しない債権です。

■要管理債権は信用金庫法上の「三月以上延滞債権」に該当する貸出
金と「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金の合計額です。

■三月以上延滞債権とは、元本または利息の支払が約定支払日の翌
日から三月以上遅延している貸出金で「破産更生債権およびこれら
に準ずる債権」ならびに「危険債権」に該当しないものです。

■貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建または支援を図ることを
目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放
棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で「破産更生
債権およびこれらに準ずる債権」、「危険債権」ならびに「三月以上遅
延再建」に該当しないものです。

債　券

債　券

小　計
その他

その他
3,782

595

8,287
12,665

4,378

14,057小　計

3,895社　債

2,000

地方債

9,499

4,557
662

社　債 2,000
ー地方債

2,500
4,500 4,600

△ 1,212

2,529

△ 67

△ 1,392
△ 1,292

△ 179

70

70

99

ー

差　額

17,266

29

△ 112

時　価貸借対照表
計上額

2,070

種　類

ー
2,070

時価が貸借対照表
計上額を超えないもの

合　　計

時価が貸借対照表
計上額を超えるもの

18,558

（単位：百万円）②その他有価証券

債　券

債　券

小　計
その他

その他
小　計

社　債

国　債

地方債
国　債

地方債

差　額取得原価
貸借対照表

計上額
1,739

ー
ー

1,739
16,100
17,840
48,896
22,427

1,152
25,316
76,458

125,355
143,195

198
ー
ー

198
510
709

△ 9,061
△ 7,511

△ 61
△ 1,489

△ 10,420
△ 19,482
△ 18,773

1,540
ー
ー

1,540
15,590
17,130
57,958
29,938

1,213
26,805
86,878

144,837
161,968

種　類

社　債

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

合　　計

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

（単位：百万円）
③市場価格のない株式等および組合出資金

39
1,770

0
1,809

貸借対照表計上額

合　　計

信金中金出資金
組合出資金

非上場株式

（注）その他有価証券には、組込デリバディブを区分して測定できない複合金融商品が含まれて
おり、一部の銘柄については評価差額を損益に計上しています。

預金残高　407,260百万円
　個人のお客さまを中心に、科目別では定期預金を主体として、ご預金を
お預けいただいています。
給与・年金振込、金利優遇定期預金を中心に個人向け取引が堅調に推移し、令和７年９月末
の預金残高は、令和７年３月末比15,176百万円3.87％の増加となりました。

貸出金残高　146,559百万円
　地元のお客さまからお預かりした大切なご預金は、地元のお客さまの
様々なニーズにお応えして、幅広い業種でご利用いただいています。
資金繰り支援や金融機関向け融資などに取り組みましたが、事業資金の減少を主因として
令和７年９月末の貸出金残高は、令和７年３月末比1,885百万円1.27％の減少となりました。

【預金の科目別残高内訳】
（令和7年9月30日現在）

【預金の人格別残高内訳】（令和7年9月30日現在）

定期預金（67.1％）
273,330百万円

個人（75.7％）
308,136百万円

金融機関（0.0％）
57百万円

公金（9.3％）
37,777百万円

法人（15.1％）
61,289百万円

定期積金（1.6％）
6,652百万円

当座預金（1.0％）
4,179百万円

普通預金（29.5％）
120,233百万円

貯蓄預金（0.1％）
422百万円

通知預金（0.0％）
43百万円

別段・納税準備預金（0.6％）
2,399百万円

【貸出金の業種別残高内訳】
（令和7年9月30日現在） 製造業（7.2％）

10,479百万円

個人
（住宅・消費・納税資金等）
（20.0％）

29,244百万円

地方公共団体
（10.9％）
15,979百万円

金融業・保険業（31.1％）
45,575百万円

その他（0.3％）
459百万円

建設業（7.6％）
11,160百万円

運輸業・郵便業（2.6％）
3,794百万円

卸売業・小売業（4.3％）
6,324百万円

不動産業（8.9％）
13,058百万円

サービス業（7.1％）
10,478百万円

当期純利益　52百万円
　おかげさまで、毎期堅実に利益を計上しています。

　厳しい環境下ではありましたが、資金運用収益は前年同期に比べ増加いたしました。一方、資金調達費
用およびその他業務諸費用の増加により、経常利益は54百万円、当期純利益は52百万円となりました。

コア業務純益
（投資信託解約損益を除く）

経常利益コア業務純益実質業務純益
74百万円 1,587百万円 54百万円

業務純益
1,871百万円

コア業務純益から投資信託
解約損益を差し引いたもの
です。

経常利益に特別損益を加減
し、法人税等の税金を差し引
いた利益です。

52百万円
当期純利益

本来業務による収益に、本業
以外の普段活動による損益

（臨時損益）を加減した利益
です。

業務純益から一般貸倒引当
金繰入額を差し引いたもの
です。

貸出金や預金などの信用金
庫本来業務による利益です。

74百万円
業務純益から一般貸倒引当
金繰入額と国債等債券損益
等の一時的変動要因を差し
引いた、本来業務における基
礎的利益です。



経営方針

不良債権の状況（令和7年9月30日現在）

有価証券の状況（令和7年9月30日現在）

基本理念

事業の概要（令和7年9月30日現在）

令和7年度上期〈ながしん〉の現況について（令和7年4月1日～9月30日）

地域金融の担い手として与えられた社会的
使命と役割に誇りを持ち、地域と地域の人々
との共感と信頼を大切に、健全経営のもと
活力ある長浜信用金庫を目指す。　

経営理念
1．経営基盤と経営体質の強化をはかり、常に健全経営に徹し地域金融機関としての

信用を昂める。
1．財産形成の支援と円滑なる融資を通じて、地域と地域の人々の繫栄に寄与する。
1．職員の資質向上をはかるとともに、職員および家族の繁栄に努める。

※令和7年9月30日現在
出資金 786 百万円

預金積金407,260 百万円①

お取引先への支援等
文化的・社会的貢献活動

（預貸率②/① 35.98％）
貸出金 146,559 百万円 ②

債券市場
株式市場
信金中金 等

有価証券や預け金による
運用も行っています。

有価証券 161,792百万円
預け金 128,866百万円

地域の
お客さま

会員の皆さま
（会員数11,636人）

常勤役職員 204人
店舗数 16店舗
店外ATM 8台

業務純益 74百万円
経常利益 54百万円
当期純利益 52百万円
自己資本比率 20.84％

令和7年度上期事業の概要

〈ながしん〉

有価証券残高　161,792百万円 お客様からお預かりしたご預金は、有価証券でも運用しています。
有価証券の運用については、安全かつ効率的な運用に努めています。

自己資本の状況（令和7年9月30日現在）

【自己資本の額および自己資本比率の推移】

20.84 19.90 20.84自己資本比率※
（国内基準4％）

項　目 令和7年3月末令和6年9月末 令和7年9月末

39,017自己資本の額 38,98539,504

（単位：％、百万円）

（単位：百万円）

①自己資本の額 （単位：百万円）
令和７年９月末項 　 　 目

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く。）の額の合計額 83
241

自己資本
自己資本の額（（イ）－（ロ）） （ハ） 39,017

前払年金費用の額
324コア資本に係る調整項目の額 （ロ）

コア資本に係る調整項目

39,237普通出資または非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額
コア資本に係る基礎項目

104コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当額の合計額
39,341コア資本に係る基礎項目の額 （イ）

②リスク・アセット等の額の合計額 （単位：百万円）
当 期 末項 　 　 目

176,858信用リスク・アセットの額の合計額
リスク・アセット等

10,330オペレーショナル・リスク相当額の合計を8％で除して得た額
187,188リスク・アセット等の合計額 （ニ）

　令和７年９月末の自己資本比率は、国内基準（４％）の５倍を上回る20.84％となり、経営の健全性・安全性を十分に確保することができました。
　これからも、事業計画の推進を通じた利益の積み上げにより自己資本の充実に努めてまいります。

（注）自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第1項において準
用する銀行法第14条の2の規定に基づき、信用金庫および信用金庫連合
会がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当である
かどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第21号）」に基づ
き算出しております。

 なお、当金庫は国内基準を採用しております。
 また、信用リスク・アセットの額の算出にあたり標準的手法を、オペレー

ショナル・リスク相当額の算出については標準的計測手法を採用しており
ます。

※自己資本比率＝①自己資本の額（ハ）/②リスク・アセット等の額の合計額（ニ）

～

　当金庫では、皆さまに安心してお取引いただくために、経営体質の強化を図るべく、厳格な自己査定基準および償却・引当基準を定め、これに
基づいた適正な引当処理を行い、資産の健全性確保に万全を期しています。

【金融再生法開示債権、信用金庫法開示債権およびその保全状況】
（単位：百万円）不良債権 6,468

不良債権 6,468

破産更生債権等 707

危険債権 5,091

要管理債権 668
債権合計
146,909

正常債権 140,441

保全額 6,162
担保・保証 3,002

未保全額に対する自己資本の額 39,017
自己資本の額 39,017

貸倒引当金 3,160
未保全額 305

不良債権は、担保・保証等や貸倒引当金に
より95.27％が保全されています。

未保全額305百万円に対して、自己資本の
額が39,017百万円あり、万が一への備え
は万全です。

（単位：百万円）

707■ 707

■ 5,091

149

 6,468 6,162

■ 668

■ 3,002

 －
 668

50
2,301

551
2,5514,852

－

■ 140,441

601
－

■ 3,160
50

－
551601

558

正常債権 Ｅ
 146,909債権合計（D+E）

貸出条件緩和債権
不良債権合計（A+B+C） Ｄ

90.01%

90.01%

95.27%

100.00％

95.30%

－三月以上延滞債権

－

239
66

■ 305
66
－

破産更生債権および 
Ａこれらに準ずる債権

危険債権 Ｂ
要管理債権 Ｃ

貸倒引当金
保全率
b/a担保・補償額

未保全額
a-b債権の区分 債権額

a
保全額
ｂ

【貸倒引当金の期末残高および期中の増減額】

【有価証券の時価情報】
①満期保有目的の債券

※その他の資産にかかる損失引当金（令和7年度９月末残高7百万円）は含んでおりません。

（単位：百万円）

その他（△）

－ 58

当期増加額期首残高 当期減少額

40
－

目的使用（△）
104

3,128
111 111

3,109
104

期末残高

個別貸倒引当金※
一般貸倒引当金

－ 170 3,214144合　計 3,239

■破産更生債権およびこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生
手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥って
いる債務者に対する債権およびこれらに準ずる債権です。

■危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政
状態および経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収およ
び利息の受取りができない可能性の高い債権で、「破綻更生債権お
よびこれらに準ずる債権」に該当しない債権です。

■要管理債権は信用金庫法上の「三月以上延滞債権」に該当する貸出
金と「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金の合計額です。

■三月以上延滞債権とは、元本または利息の支払が約定支払日の翌
日から三月以上遅延している貸出金で「破産更生債権およびこれら
に準ずる債権」ならびに「危険債権」に該当しないものです。

■貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建または支援を図ることを
目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放
棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で「破産更生
債権およびこれらに準ずる債権」、「危険債権」ならびに「三月以上遅
延再建」に該当しないものです。

債　券

債　券

小　計
その他

その他
3,782

595

8,287
12,665

4,378

14,057小　計

3,895社　債

2,000

地方債

9,499

4,557
662

社　債 2,000
ー地方債

2,500
4,500 4,600

△ 1,212

2,529

△ 67

△ 1,392
△ 1,292

△ 179

70

70

99

ー

差　額

17,266

29

△ 112

時　価貸借対照表
計上額

2,070

種　類

ー
2,070

時価が貸借対照表
計上額を超えないもの

合　　計

時価が貸借対照表
計上額を超えるもの

18,558

（単位：百万円）②その他有価証券

債　券

債　券

小　計
その他

その他
小　計

社　債

国　債

地方債
国　債

地方債

差　額取得原価
貸借対照表

計上額
1,739

ー
ー

1,739
16,100
17,840
48,896
22,427

1,152
25,316
76,458

125,355
143,195

198
ー
ー

198
510
709

△ 9,061
△ 7,511

△ 61
△ 1,489

△ 10,420
△ 19,482
△ 18,773

1,540
ー
ー

1,540
15,590
17,130
57,958
29,938

1,213
26,805
86,878

144,837
161,968

種　類

社　債

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

合　　計

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

（単位：百万円）
③市場価格のない株式等および組合出資金

39
1,770

0
1,809

貸借対照表計上額

合　　計

信金中金出資金
組合出資金

非上場株式

（注）その他有価証券には、組込デリバディブを区分して測定できない複合金融商品が含まれて
おり、一部の銘柄については評価差額を損益に計上しています。

預金残高　407,260百万円
　個人のお客さまを中心に、科目別では定期預金を主体として、ご預金を
お預けいただいています。
給与・年金振込、金利優遇定期預金を中心に個人向け取引が堅調に推移し、令和７年９月末
の預金残高は、令和７年３月末比15,176百万円3.87％の増加となりました。

貸出金残高　146,559百万円
　地元のお客さまからお預かりした大切なご預金は、地元のお客さまの
様々なニーズにお応えして、幅広い業種でご利用いただいています。
資金繰り支援や金融機関向け融資などに取り組みましたが、事業資金の減少を主因として
令和７年９月末の貸出金残高は、令和７年３月末比1,885百万円1.27％の減少となりました。

【預金の科目別残高内訳】
（令和7年9月30日現在）

【預金の人格別残高内訳】（令和7年9月30日現在）

定期預金（67.1％）
273,330百万円

個人（75.7％）
308,136百万円

金融機関（0.0％）
57百万円

公金（9.3％）
37,777百万円

法人（15.1％）
61,289百万円

定期積金（1.6％）
6,652百万円

当座預金（1.0％）
4,179百万円

普通預金（29.5％）
120,233百万円

貯蓄預金（0.1％）
422百万円

通知預金（0.0％）
43百万円

別段・納税準備預金（0.6％）
2,399百万円

【貸出金の業種別残高内訳】
（令和7年9月30日現在） 製造業（7.2％）

10,479百万円

個人
（住宅・消費・納税資金等）
（20.0％）

29,244百万円

地方公共団体
（10.9％）
15,979百万円

金融業・保険業（31.1％）
45,575百万円

その他（0.3％）
459百万円

建設業（7.6％）
11,160百万円

運輸業・郵便業（2.6％）
3,794百万円

卸売業・小売業（4.3％）
6,324百万円

不動産業（8.9％）
13,058百万円

サービス業（7.1％）
10,478百万円

当期純利益　52百万円
　おかげさまで、毎期堅実に利益を計上しています。

　厳しい環境下ではありましたが、資金運用収益は前年同期に比べ増加いたしました。一方、資金調達費
用およびその他業務諸費用の増加により、経常利益は54百万円、当期純利益は52百万円となりました。

コア業務純益
（投資信託解約損益を除く）

経常利益コア業務純益実質業務純益
74百万円 1,587百万円 54百万円

業務純益
1,871百万円

コア業務純益から投資信託
解約損益を差し引いたもの
です。

経常利益に特別損益を加減
し、法人税等の税金を差し引
いた利益です。

52百万円
当期純利益

本来業務による収益に、本業
以外の普段活動による損益

（臨時損益）を加減した利益
です。

業務純益から一般貸倒引当
金繰入額を差し引いたもの
です。

貸出金や預金などの信用金
庫本来業務による利益です。

74百万円
業務純益から一般貸倒引当
金繰入額と国債等債券損益
等の一時的変動要因を差し
引いた、本来業務における基
礎的利益です。
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

ATMのご案内

〈ながしん〉について

営業店ATMコーナーご利用時間

しんきんATMゼロネットサービス

●ゼロネットサービスタイム
　（全国共通ATMご利用手数料無料時間帯）

各店舗

店 舗 名 平 　 日

8：00～21：00

8：30～18：00

土・日・祝日

8：00～21：00

－市立長浜病院出張所

店外ATMコーナー（※共同ATMコーナー）ご利用時間

滋賀どこでもATMネット

※共同ATMコーナーではカードによるお引き出し、残高照会のみご利用いただけます。

イオン長浜ショッピングセンター

きたのキャンス

長浜市役所余呉支所前

フタバヤ長浜店

長浜楽市

アル・プラザ長浜

長浜市役所

米原市役所山東庁舎※

長浜市

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～22：00

－

8：00～22：00

10：00～21：00

9：30～20：00

9：00～17：00

土・日・祝日

8：00～20：00

10：00～21：00

7：00～23：00

9：00～22：00

8：00～20：00

9：30～20：00

8：00～19：00

8：45～20：00

平 　 日設 置 場 所

米原市

湖東信用金庫
滋賀県民信用組合
滋賀県信用組合

滋 賀 銀 行
滋賀中央信用金庫
長 浜 信 用 金 庫

当金庫は滋賀県内6金融機関相互の
ATM利用手数料を無料とするサービ
ス「滋賀どこでもATMネット」に参加
しています。この「滋賀どこでもATM
ネット」では、各金融機関のお客さま
がお手持ちのキャッシュカード（個人
の方）で6金融機関のATMをご利用
される場合、平日8：45～18：00のご
利用手数料が無料です。

しんきんのキャッシュカード
なら、全国のしんきんATMで
入出金手数料が無料です。

土 　 曜
上記以外の時間帯および日曜・祝休日のATM利用には所定の手数料が
必要です。
本サービスをご利用いただけないしんきんATMが一部ございます。

平 　 日
9：00～14：00　の出金
8：45～18：00　の入出金

〈ながしん〉のキャッシュカードを、
〈ながしん〉のATMでご利用の場合、

いつでもATM入出金手数料　　　です。いつでもATM入出金手数料　　　です。0円0円
〈ながしん〉の
キャッシュカードを

〈ながしん〉の
ATMでご利用

+ =
ATM

いつでも
ATM

入出金手数料00円
ATM振込の
本支店間
振込手数料 00円

当金庫の概要（令和7年9月30日現在）

〒526ｰ8686
滋賀県長浜市元浜町3番3号
TEL. 0749ｰ63ｰ3321
1923年（大正12年）10月11日
池野　弘和

所 在 地

創 業
理 事 長

／

／
／

店舗のご案内
本店営業部 長浜市元浜町3番3号 （0749）63ｰ3321 
市立長浜病院出張所 長浜市大戌亥町313番地 （0749）65ｰ7755
三ツ矢支店 長浜市三ツ矢元町8番26号 （0749）62ｰ6070
七条支店 長浜市七条町447番地の1 （0749）62ｰ7221
南支店 長浜市平方町892番地の3 （0749）63ｰ9555
神照支店 長浜市神照町696番地の3 （0749）63ｰ3833
宮司支店 長浜市宮司町913番地1 （0749）64ｰ1200
やわた中山支店 長浜市八幡中山町146番地 （0749）65ｰ1211
木之本支店 長浜市木之本町木之本1557番地 （0749）82ｰ3424
高月支店 長浜市高月町高月598番地 （0749）85ｰ4141
高月支店 長浜市役所 湖北分庁舎 出張所
 長浜市湖北町速水2745番地 （0749）78ｰ1433
びわ支店 長浜市曽根町1284番地1 （0749）72ｰ2111
浅井支店 長浜市内保町732番地1 （0749）74ｰ1131

米原支店 米原市下多良1丁目100番地 （0749）52ｰ3131
醒井支店 米原市醒井560番地 （0749）54ｰ1066
近江支店 米原市宇賀野21番地14 （0749）52ｰ8181

11,636人
786百万円
4,072億円
1,465億円
16店舗
204人

会 員 数
出 資 金
預 金
貸 出 金
店 舗 数
役 職 員 数

／
／
／
／
／
／

https://www.nagashin.co.jp
ホームページ

LINE ID：＠nagashin
LINEアカウント

コンビニATM 全国のローソンに設置されている
ローソン銀行のATMで、当金庫
のキャッシュカードが平日8：45～
18：00の間、手数料無料でご利用
いただけます。

お預入れ
お引出し

110円 無　料 110円
110円
110円
110円

平日
土曜日
日曜日
祝日

■時間帯別ATMご利用手数料（税込）
0時 8時 18時 22時 24時8時45分

※毎週日曜日0：00～8：00の時間帯は、メンテナンスのためご利用いただけません。


